
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表
兵庫県　香美町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

51.78 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 19,096 368.77

－

- 42.78 45.68 98.96 4,503 8,401 4.12 2,039.08 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率は平成27年度で108.14％となり、100％超え
（単年度収支が黒字）となっている。平成27年度以降は比率
の分母を構成する経常費用のうち減価償却費が減少する傾向
にあることから、今後も増加することが見込まれる。
　累積欠損金比率は、前年度より36.7ﾎﾟｲﾝﾄ減少したが、平成
24年度以前（地方公営企業法適用前）に発行した下水道事業
資本費平準化債等の影響から平成27年度で803.42％となり、
類似団体平均、全国平均を大幅に上回っている。比率の分子
である累積欠損金に影響する純損益は、平成27年度以降は減
価償却費が減少する傾向にあることから、比率の増減は横ば
いになることが見込まれる。
　流動比率は平成27年度で2.61％となり、100％を大きく下
回っている（平成27年度末から1年以内の支払いに対応する資
金が同年度末で不足）が、比率の分母となる流動負債のうち
企業債償還金（翌年度償還分）に係る財源は、下水道使用料
の他に1年以内に収入する一般会計繰入金、下水道事業資本費
平準化債等を予定していることから、大きな影響はないと考
えている。
　企業債残高対事業規模比率は平成27年度で740.09％とな
り、平成26年度からは33.47ﾎﾟｲﾝﾄ減少している。当面は、大
規模な更新事業等の予定はないことから企業債残高は減少す
る見込みであるため、当該比率は減少する見込みである。
　経費回収率は平成27年度で81.09％となり、100％未満（費
用が使用料収入以外（繰入金等）で賄われている）となって
いて、類似団体平均、全国平均を上回っている。また、汚水
処理原価は平成27年度で287.20円となり、類似団体平均、全
国平均を上回っている（有収水量1㎥当たりの処理費が高
い）。ついては、平成27年度末で85.93％となっている水洗化
率や施設利用率（H27で22.46％）の向上による有収水量の増
加、使用料収入の確保に向けた取組を、今後も継続して進め
る必要がある。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　特定環境保全公共下水道事業（7処理区）は供用開始（最
初：平成2年1月、最終：平成16年9月)から25年が経過したと
ころであるが、有形固定資産減価償却率は13.92％で100％を
大きく下回っている（保有資産の法定耐用年数に到達してい
ない）ことから、現段階では、機械設備等の定期的な点検整
備を行うことで、大規模な更新事業等を行う必要はないと考
えている。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　供用開始（最初：平成2年1月、最終：平成16年9月)から25
年が経過したところで、水洗化率は85.93％となっている。本
町では、平成20年度から計3回（平成20年10月、平成23年7
月、平成26年7月）の使用料改定を行ってきたところである
が、処理区内人口の自然減少等の影響から、さらなる水洗化
率の向上による有収水量の増加、使用料収入の確保は、難し
いと考えるため、本事業の運営に必要となる財源の確保が課
題となっている。
　当面は、下水道事業資本費平準化債発行の継続による企業
債元金償還金の財源確保、財政課との協議による一般会計繰
入金の確保等、中長期的な経営の基本計画である「経営戦
略」に基づく運営を進めることで、本事業の現金による収支
が均衡するよう、運営に必要な財源を確保していきたいと考
えている。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【100.36】 【98.78】 【58.70】 【1,457.06】

【81.28】【40.31】【250.25】【64.73】

【22.75】 【0.03】 【0.10】


